
〈別紙1〉
デイサービス　柴崎

○通所介護ご利用基本料金

種別 要介護　1 要介護　2 要介護　3 要介護　4 要介護　5
基本サービス費

７時間以上８時間未満

種別 要介護　1 要介護　2 要介護　3 要介護　4 要介護　5

　３時間以上　４時間未満 ３６８単位 ４２１単位 ４７７単位 ５３０単位 ５８５単位

　４時間以上　５時間未満 ３８６単位 ４４２単位 ５００単位 ５５７単位 ６１４単位

　５時間以上　６時間未満 ５６７単位 ６７０単位 ７７３単位 ８７６単位 ９７９単位

　６時間以上　７時間未満 ５８１単位 ６８６単位 ７９２単位 ８９７単位 １００３単位

　８時間以上　９時間未満 ６６６単位 ７８７単位 ９１１単位 １０３６単位 １１６２単位

　２時間以上　３時間未満

　９時間以上　１０時間未満

　１０時間以上　１１時間未満

　１１時間以上　１２時間未満

　１２時間以上　１３時間未満

　１３時間以上　１４時間未満

○その他加算料金　(該当時に加算されます）

入浴介助加算Ⅰ(単位／日）

入浴介助加算Ⅱ(単位／日）

個別機能訓練加算（Ⅰ）(単位／日）

個別機能訓練加算（Ⅱ）(単位／月）

栄養アセスメント加算（単位／月）

栄養改善加算（単位／回）

口腔・栄養スクリーニング加算（Ⅰ）（単位/回）

口腔・栄養スクリーニング加算（Ⅱ）（単位/回）

口腔機能向上加算Ⅰ（単位／回）

口腔機能向上加算Ⅱ（単位／回）

認知症加算（単位／日）

中重度者ケア加算（単位/日）

若年性認知症利用者受入加算（単位/日）

生活機能向上連携加算Ⅱ（単位/月）

ADL維持等加算（Ⅰ）（単位/月）

ADL維持等加算（Ⅱ）（単位/月）

科学的介護推進体制加算（単位/月）　　

サービス提供体制強化加算（Ⅰ）（単位／回）

サービス提供体制強化加算（Ⅱ）（単位／回）

サービス提供体制強化加算（Ⅲ）（単位／回）

○自費範囲

食費　

おむつ代　

消耗品・アクティビティ材料費など

フリードリンク

・自費範囲の項目については、消費税がかかるものがあります。

７７３単位 １０１８単位 １１４２単位８９６単位

４０単位（情報を厚生労働省に提出し、ケアの質の向上への取組を実施）

所定単位数（４時間以上５時間未満）の１００分の７０単位加算

４５単位（中重度の利用者を受け入れる体制がある場合利用者全員）

１５０単位（口腔機能の低下に対し口腔機能改善管理指導計画を作成し指導を実施、月２回を限度）

５０／単位（管理栄養士による栄養アセスメントを実施し、厚生労働省に情報を提出し、情報を有効に活用する）

・通所サービスのキャンセルについては前日(前日が休日の日はその前の営業日）の午後５時までにご連絡がなかった場合は、食費のみお支払いいただきます。

＊３．介護職員等特定処遇改善加算として、月の合計単位数に１．２％を乗じた額が加算されます。（１単位未満四捨五入）、その単位数に地域区分単価を乗じた額が費
用額となります。（１円未満切り捨て）

　８時間以上　９時間未満サービス費に２００単位加算

　８時間以上　９時間未満サービス費に１００単位加算

　８時間以上　９時間未満サービス費に５０単位加算

２０単位（イかロの加算を算定し、計画書の情報を厚労省に提出し情報を有効に活用する）

２００単位（管理栄養士による栄養改善の為の管理指導）

２０単位／回（６か月に１回口腔の健康状態と栄養状態の確認を行う）

＊上記１．２．３．の合計である総費用額に８０％または９０％を乗じた（１円未満切り捨て）保険請求額を、総費用額から差し引いた額が利用者負担額となります。

２２単位（介護福祉士７０％以上か勤続１０年以上介護福祉士２５％以上のいずれかに該当）

７５０円

実費

１杯　５０円　・　カード：２１杯分　１，０００円

実費

１８単位（介護福祉士が５０％以上）

６単位（介護福祉士が４０％以上、勤続７年以上の者が３０％以上のいずれかに該当）

2021年9月1日

３０単位（評価期間開始月と終了後ＡＤＬ値を測定し厚労省に提出。測定値から定められた方法で算出した値が１
以上）

１６０単位（Ⅰの情報を厚生労働省に提出し、情報を有効に活用する）

２００単位（個別機能訓練加算を算定の場合１００単位）

６０単位（定められた方法で算出した値が２以上）

６０単位（日常生活自立度がⅢ以上の割合が１００分の２０以上、認知症の専門的研修を受けた職員を配置してい
る）

○ケアプランによるもの、体調不良などにより時間短縮された場合は、下記の基本料金となる場合があります

　８時間以上　９時間未満サービス費に１５０単位加算

４０単位（入浴介助を行った場合）

５５単位（訪問した介護福祉士等が浴室の環境を踏まえた個別の入浴計画を立てた場合）

　８時間以上　９時間未満サービス費に２５０単位加算

通所介護ご利用料金

５６単位（職務に従事する理学療法士等が自宅で暮らし続けることを目標に訓練を行う）

５単位／回（栄養改善加算や口腔機能向上加算を算定している場合、口腔の健康状態と栄養状態のいずれかの
確認を行う）

６０単位（１８歳以上６５歳未満の認知症の方の受け入れ）

６５５単位


